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令和 4 年 3 月

令和 4 年度 令和 13 年度

※複数の駐車場を有する事業にあっては、駐車場ごとの状況が分かるよう記載すること。

１．事業概要

（１）

（２） 料　金　形　態

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

事　業　形　態　　

法適（全部適用・一部適用）
非適の区分 非適用 事業開始年月日 1980年度（昭和55年度）

福山市駐車場事業経営戦略

団 体 名 ： 福山市

事 業 名 ： 駐車場事業

職員数 3人（兼務） 施設名

①駅南口駐車場
②三之丸駐車場
③東桜町駐車場
④霞駐車場

①駅南口駐車場 ②三之丸駐車場 ③東桜町駐車場 ④霞駐車場

種類 届出駐車場 届出駐車場 届出駐車場
届出駐車場

附置義務駐車施設

構造 地下式 立体式 立体式 立体式

立地 駅 駅 公共施設 公共施設

建設後の経過年数 41年 32年 27年 13年

駐車場使用面積 4,944㎡ 1,777㎡ 2,324㎡ 1,052㎡

収容台数
（内障がい者用）

146台
279台
（6台）

334台
（8台）

130台
（6台）

営業時間 8:00～22:00 8:00～22:00 8:00～22:00 8:00～23:00

民間活用の状況 指定管理者制度 指定管理者制度 指定管理者制度 民間委託

①駅南口駐車場 ②三之丸駐車場 ③東桜町駐車場 ④霞駐車場

利用料金

30分まで　　160円
次の30分まで150円
それ以後30分までごとに130
円

30分まで　　160円
次の30分まで150円
それ以後30分までごとに100
円

30分ごと　　150円
30分まで　　110円
それ以後30分までごとに100
円

夜間料金
22:00～8:00
　　　　　I,000円

21:30～8:30
　　　　　1,030円

21:30～8:30
　　　　　1,200円

22:30～8:30
　　　700円

定期料金
１か月（21:00～9:00）
　　　　　　　5,250円

全日１か月
　　　　　　10,500円

全日１か月
　　　　　　12,200円

―

回数券 購入枚数により1割引,2割引,3割引

料 金 形 態 の 考 え 方 周辺駐車場の料金体系を勘案し、条例により定めている。

料 金 改 定 年 月 日
（消費税のみの改定は含まない）

2013年（平成25年）年10月１日



（３） 現在の経営状況

２．将来の事業環境

（１）

（２）

（３）

（４）

経営比較分析表のとおり。
各駐車場とも収益的収支率は高く、100％を上回っている。

駐車場需要の見通し

利用台数が2016年度（平成28年度）以降微減で推移していた中で2020年度（令和２年度）は減少した。一方、上位計画において福山駅周辺に
おける公共交通の結節点機能の強化、自動車による福山駅周辺へのアクセス向上等も位置づけられていることを勘案する。また、2021年度
（令和３年度）はコロナ禍前までに回復し、その後は横ばいで推移するものと見込む。
※なお、駅南口駐車場の2019年度（令和元年度）の利用台数の減少は、進入路補修に伴う一時閉鎖の影響が出ている。

料金収入の見通し

駐車場の利用料金は、当面の間維持することから、料金収入についても駐車場需要同様、今後横ばいで推移するものと見込む。

施設の見通し

１．駅南口駐車場
コンクリートの収縮によるひび割れが見られるが、鉄筋かぶり厚不良による鉄筋露出や腐食及びコンクリートの剥落箇所は、ほぼ無い。
不同沈下は見られない。
２．三之丸駐車場
ひび割れは少なく、その多くは柱の被覆モルタル部であり、コンクリート部のひび割れの多くは、収縮による軽微なものであった。
鉄骨鉄筋部材，接合部に著しい劣化はなく、屋根，外壁からの大きな漏水箇所も見られない。
３．東桜町駐車場
ひび割れの多くは、柱の被覆モルタル部であり、コンクリート部のひび割れの多くは、収縮による軽微なものであった。
鉄骨鉄筋部材，接合部に著しい劣化はなく、屋根，外壁からの大きな漏水箇所も見られない。
４．霞駐車場
床表面のひび割れは見られるが、鉄骨部材の変形，たわみ等の劣化は見られず、亜鉛メッキ皮膜も健全である。
金属ﾊﾟﾈﾙに少量の錆による腐食が見られる。

組織の見通し

指定管理制度を導入しており、現在は兼務職員３名体制である。今後も同様の体制で運営する予定。
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３．経営の基本方針

４．投資・財政計画（収支計画）

（１） 投資・財政計画（収支計画） ： 別　紙　の　と　お　り

（２） 投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

・躯体健全度調査結果をふまえ、初期改修費用として4駐車場合計で約86,000千円を計上している。
・上記初期改修費用を含め、2031年度（令和13年度）までに、1,380,700千円の改修費用を計上している。

目 標

・指定管理者とも連携を図り、サービス向上に努め、利用者の確保を図る。

駐車場使用料が主な収入となる。

駐車場の管理運営費については、現行の水準が継続するものと見込んでいる。

①道路交通の円滑化
　・駐車場の利用促進、適切な案内誘導により、中心市街地への流入交通を抑制するとともに、流入した交通の路上駐車、うろつき交通
　 を削減し、道路交通の円滑化を図る。
②福山駅前の再生の支援
　・福山駅前の再生を支援するため、福山駅、商業施設等に関連する多様な駐車需要への対応を図る。
③経営基盤の強化
　・安定経営を図るため、指定管理者とも連携し、自動販売機の有料貸付など有効活用を図る。
④満足度の高いサービスの提供
　・利用者ニーズを的確に把握し、顧客満足度の向上に努める。

目 標

・老朽化が進んだ施設から指定管理者とも連携を図り、計画的な改修・更新修繕を行い、施設の長寿命化を図
る。



①　今後の投資についての考え方・検討状況

②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

５．公営企業として実施する必要性など

６．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

投 資 の 平 準 化 施設の健全度調査結果を踏まえ、建設改良費を平準化し計画的な投資を行う。

そ の 他 の 取 組 －

料 金 利用の少ない三之丸駐車場において上限料金制の導入検討を行う。

※投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その内容等を記載すること。
　また、 （１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字の解消に向けた取組の方向性、検討体
制・スケジュールや必要に応じて経費回収率等の指標に係る目標値を記載すること。

民 間 活 用 今後の採算性の状況を適宜確認しつつ、必要に応じて、指定管理者制度の改善策などの検討を行う。

駐車場の配置の適正化
中心市街地への流入交通の抑制、福山駅前の再生の観点から、現在地での運営が適正と判断されるため、現
在の駐車場配置を維持する。

資産の有効活用等によ
る

収 入 増 加 の 取 組

施設の適切な維持管理に努め稼働率の向上を図るとともに、自動販売機の設置などの資産の有効活用策の検
討を行う。

そ の 他 の 取 組 －

委 託 料
霞駐車場以外は指定管理者制度、霞駐車場は管理業務、清掃業務、各種設備・機器保守点検業務の委託を継
続する。

利用者増加に向けた取
組

利用の少ない三之丸駐車場において開場時間拡大などの検討を行う。

企 業 債 －

繰 入 金 －

事業の意義、提供する
サービス自体の必要性

福山駅周辺で駐車場業務を継続的に運営することで、流入交通量、路上駐車が減少し、道路交通の円滑化につ
ながるとともに、駅利用者、商業施設、公共施設等への来訪者の駐車場として機能しており、駐車場としての必
要性が非常に高いものと判断される。

公営企業として実施す
る 必 要 性

駐車場は福山市のまちづくり、交通政策と密接に関連しており、中心市街地への来訪者の利便性向上、福山駅
周辺の再生の観点から、公営企業として実施する必要性が高いものと判断される。

経営戦略の事後検証、
改 定 等 に 関 す る 事 項

毎年の決算状況により進捗状況を検証し，指定管理者更新時や大規模改修時のタイミングを捉え，必要に応じ
て経営戦略の見直しを行う。

管 理 運 営 費 指定管理者等と協議し、適切な管理運営費を計上する。

職 員 給 与 費 市職員３人（兼務）を維持する。

そ の 他 の 取 組 －



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

令和2年度全国平均

0.0

193.1 163.7 117.8   平均値 320.4 243.0

当該値     
400,000

H28 H29 H30

平均値   

 当該値    

平均値      

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
1975年（昭和50年）に都市計画決定した駐車場整
備地区により公営駐車場の整備等を進めてきまし
たが，40年以上が経過し，駐車需要やまちづくり
の方向性等に変化が生じていることから，現在策
定中の経営戦略の中で，今後の駐車場のあり方に
ついて検討していくこととしています。

0

⑧設備投資見込額(千円)

H28 H29 H30 R01 R02 H28 H29 H30 R01 R02R01 R02

 0.0 0.0 0.0 当該値 0.0

18,755 16,100 4,993平均値 15.0 11.7 9.6 2.2 △74.8平均値 158 117 96 37 9,617

当該値 42,685 36,224当該値 0 0 0 0 0

平均値 37,773 33,351

R02 H28

42,552 26,917 19,609当該値 60.3 53.6 59.6 49.6 38.1

153.8 当該施設は，道路部分の下に立地する地下式駐車
場で，建設後40年以上が経過しており，今後，施
設の長寿命化に向け，機械・電気設備等を含め計
画的な改修・更新修繕が必要となっています。

3. 利用の状況について
駅前に位置し，近隣商業施設へのアクセスが良く
人の流れも多いため，コロナ禍の影響で利用減の
傾向があるものの，⑪の稼働率は高い比率となっ
ています。

H30 R01 R02

2.資産等の状況

12.1 6.5 9.8 平均値 184.7 184.1

H29 H30 R01 R02 H28 H29H28 H29 H30 R01

2. 資産等の状況について
平均値 206.5 124.4 126.3 121.8 100.6 平均値 17.1 16.9

当該値 357.5 353.4 358.2 304.8 288.4当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

188.2 184.2

当該値 233.9 204.8 237.0 181.4 156.9

H28 H29 H30

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
指定管理者制度を導入し経営しています。
コロナ禍の影響から収入減となり，①の収益的収
支比率及び⑤EBITDAは低下しているものの，高い
水準にあります。
また，④の売上高ＧＯＰ比率から収益性も高く
なっています。
要因としては，駅前に位置し，近隣商業施設への
アクセスが良いことによるものです。

H28 H29 H30 R01 R02 H29 H30 R01 R02R01 R02 H28

該当数値なし 届出駐車場 地下式 40 146 310 代行制 【】

分析欄

有 4,944 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ２Ｂ１ 非設置 商業施設

－

経営比較分析表（令和2年度決算）
広島県福山市　福山市駅南口駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

0.0
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200.0

250.0

①収益的収支比率(％)
【630.7】
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⑩企業債残高対料金収入比率(％)
【183.4】
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⑨累積欠損金比率(％)
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⑥有形固定資産減価償却率(％)
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②他会計補助金比率(％)
【8.6】
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【2,345】
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⑪稼働率(％)
【164.2】
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【△65.9】
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【3,932】
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グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

令和2年度全国平均

0.0

178.3 1,310.7 110.8   平均値 283.7 263.4

当該値     
250,000

H28 H29 H30

平均値   

 当該値    

平均値      

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
1975年（昭和50年）に都市計画決定した駐車場整
備地区により公営駐車場の整備等を進めてきまし
たが，40年以上が経過し，駐車需要やまちづくり
の方向性等に変化が生じていることから，現在策
定中の経営戦略の中で，今後の駐車場のあり方に
ついて検討していくこととしています。

180,075

⑧設備投資見込額(千円)

H28 H29 H30 R01 R02 H28 H29 H30 R01 R02R01 R02

 0.0 0.0 0.0 当該値 0.0

25,902 23,067 4,197平均値 27.9 30.9 32.4 13.1 △0.7平均値 40 28 27 14 4,426

当該値 21,483 18,982当該値 0 0 0 0 0

平均値 19,504 18,068

R02 H28

17,212 18,106 4,090当該値 70.6 66.6 64.4 66.0 46.2

105.7 建設後30年以上が経過し，施設の老朽化がみられ
るため，今後，計画的な改修・更新修繕が必要と
なります。

3. 利用の状況について
⑪の稼働率は，一定の定期利用があるため安定し
ているものの低い状況で，コロナ禍による利用減
も重なっています。
今後，利用促進に向けた対策が必要となっていま
す。

H30 R01 R02

2.資産等の状況

3.8 3.2 9.5 平均値 135.6 134.5

H29 H30 R01 R02 H28 H29H28 H29 H30 R01

2. 資産等の状況について
平均値 156.0 218.3 255.1 225.1 130.8 平均値 5.6 3.5

当該値 71.8 65.8 63.7 59.9 38.0当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

134.9 129.9

当該値 278.3 265.4 266.6 293.0 130.7

H28 H29 H30

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
指定管理者制度を導入し経営しています。
コロナ禍の影響から収入減となり，①の収益的収
支比率をはじめ，④の売上高ＧＯＰ比率，⑤
EBITDAともに低下しています。
要因としては，コロナ禍による利用減や近隣駐車
場との競合による定期利用の減少が考えられま
す。

H28 H29 H30 R01 R02 H29 H30 R01 R02R01 R02 H28

該当数値なし 届出駐車場 立体式 31 279 310 代行制 【】

分析欄

有 4,135 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ１Ｂ１ 非設置 商業施設

－

経営比較分析表（令和2年度決算）
広島県福山市　福山市三之丸駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

①収益的収支比率(％)
【630.7】

0.0

200.0

400.0

600.0

800.0

1,000.0

1,200.0

1,400.0

⑩企業債残高対料金収入比率(％)
【183.4】

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑨累積欠損金比率(％)

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑥有形固定資産減価償却率(％)

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

②他会計補助金比率(％)
【8.6】

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【2,345】

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

⑪稼働率(％)
【164.2】

△10.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

④売上高ＧＯＰ比率(％)
【△65.9】

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【3,932】

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

令和2年度全国平均

0.0

120.7 1,646.4 69.3   平均値 134.2 123.5

当該値     
250,000

H28 H29 H30

平均値   

 当該値    

平均値      

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
1975年（昭和50年）に都市計画決定した駐車場整
備地区により公営駐車場の整備等を進めてきまし
たが，40年以上が経過し，駐車需要やまちづくり
の方向性等に変化が生じていることから，現在策
定中の経営戦略の中で，今後の駐車場のあり方に
ついて検討していくこととしています。

229,019

⑧設備投資見込額(千円)

H28 H29 H30 R01 R02 H28 H29 H30 R01 R02R01 R02

 0.0 0.0 0.0 当該値 0.0

29,182 25,664 13,473平均値 37.9 43.0 47.0 39.1 △15.9平均値 26 12 12 7 255

当該値 71,843 73,058当該値 0 0 0 0 0

平均値 26,544 25,867

R02 H28

75,147 71,271 63,895当該値 81.8 81.6 82.0 76.8 77.7

140.3 建設後26年以上が経過し，施設の老朽化がみられ
ますが，公共施設（市役所）利用者のための駐車
場であるため，計画的な改修・更新修繕を行って
います。

3. 利用の状況について
当該施設は，公共施設（市役所）利用者の駐車場
として位置づけられているため，⑪の稼働率は高
い状況で安定しています。
利用者の7～8割が市役所利用者です。また，一定
の定期利用もあります。

H30 R01 R02

2.資産等の状況

3.5 1.8 9.9 平均値 155.2 166.3

H29 H30 R01 R02 H28 H29H28 H29 H30 R01

2. 資産等の状況について
平均値 177.7 216.2 238.9 238.5 164.9 平均値 3.4 2.3

当該値 249.0 240.9 237.6 238.3 224.0当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

165.5 168.9

当該値 417.8 485.8 535.5 409.3 378.5

H28 H29 H30

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
指定管理者制度を導入し経営しています。
コロナ禍の影響から若干収入減となり，①の収益
的収支比率及び⑤EBITDAは低下傾向にあるもの
の，高い水準にあります。
④の売上高ＧＯＰ比率も安定して高い収益性を維
持しています。
要因としては，公共施設（市役所）利用者の駐車
場として位置づけられ，定期利用を含め安定した
収益が見込めるためです。

H28 H29 H30 R01 R02 H29 H30 R01 R02R01 R02 H28

該当数値なし 届出駐車場 立体式 27 334 300 代行制 【】

分析欄

有 4,736 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ１Ｂ２ 非設置 公共施設

－

経営比較分析表（令和2年度決算）
広島県福山市　福山市東桜町駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

①収益的収支比率(％)
【630.7】

0.0

200.0

400.0

600.0

800.0

1,000.0

1,200.0

1,400.0

1,600.0

1,800.0

⑩企業債残高対料金収入比率(％)
【183.4】

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑨累積欠損金比率(％)

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑥有形固定資産減価償却率(％)

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

②他会計補助金比率(％)
【8.6】

0

50

100

150

200

250

300

③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【2,345】

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

⑪稼働率(％)
【164.2】

△40.0

△20.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

④売上高ＧＯＰ比率(％)
【△65.9】

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【3,932】

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

令和2年度全国平均

0.0

120.7 1,646.4 69.3   平均値 134.2 123.5

当該値     
100,000

H28 H29 H30

平均値   

 当該値    

平均値      

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
1975年（昭和50年）に都市計画決定した駐車場整
備地区により公営駐車場の整備等を進めてきまし
たが，40年以上が経過し，駐車需要やまちづくり
の方向性等に変化が生じていることから，現在策
定中の経営戦略の中で，今後の駐車場のあり方に
ついて検討していくこととしています。

82,782

⑧設備投資見込額(千円)

H28 H29 H30 R01 R02 H28 H29 H30 R01 R02R01 R02

 0.0 0.0 0.0 当該値 72.4

29,182 25,664 13,473平均値 37.9 43.0 47.0 39.1 △15.9平均値 26 12 12 7 255

当該値 41,756 41,802当該値 0 0 0 0 0

平均値 26,544 25,867

R02 H28

42,000 35,523 23,258当該値 82.8 83.1 83.2 76.5 76.2

140.3 当該施設は，比較的新しい駐車場であるため，新
たな設備投資は少なくなっています。
2017年度（平成29年度）で地方債の償還が終了し
ました。

3. 利用の状況について
利用頻度の高い公共施設（図書館等）に接続した
駐車場であるため，コロナ禍の影響で利用減の傾
向があるものの，⑪の稼働率は高い比率となって
います。

H30 R01 R02

2.資産等の状況

3.5 1.8 9.9 平均値 155.2 166.3

H29 H30 R01 R02 H28 H29H28 H29 H30 R01

2. 資産等の状況について
平均値 177.7 216.2 238.9 238.5 164.9 平均値 3.4 2.3

当該値 460.3 449.6 442.7 410.0 344.6当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

165.5 168.9

当該値 101.1 102.9 471.5 350.2 301.0

H28 H29 H30

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
直営（業務委託）により経営しています。
①の収益的収支率は，2017年度（平成29年度）に
地方債の償還が終了し高くなりましたが，その
後，コロナ禍の影響による収入減から，⑤EBITDA
とともに低下傾向にあるものの，高い水準にあり
ます。
④の売上高ＧＯＰ比率から収益性は高くなってい
ます。
要因としては，利用頻度の高い公共施設（図書館
等）に接続した駐車場であることによるもので
す。

H28 H29 H30 R01 R02 H29 H30 R01 R02R01 R02 H28

該当数値なし 届出駐車場 附置義務駐車施設 立体式 13 130 210 無 【】

分析欄

有 3,982 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ１Ｂ２ 非設置 公共施設

－

経営比較分析表（令和2年度決算）
広島県福山市　福山市霞駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

400.0

450.0

500.0

①収益的収支比率(％)
【630.7】

0.0

200.0

400.0

600.0

800.0

1,000.0

1,200.0

1,400.0

1,600.0

1,800.0

⑩企業債残高対料金収入比率(％)
【183.4】

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑨累積欠損金比率(％)

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑥有形固定資産減価償却率(％)

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

②他会計補助金比率(％)
【8.6】

0

50

100

150

200

250

300

③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【2,345】

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

400.0

450.0

500.0

⑪稼働率(％)
【164.2】

△40.0

△20.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

④売上高ＧＯＰ比率(％)
【△65.9】

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【3,932】

該当数値なし 該当数値なし



様式第２号（法非適用企業（一般））

投資・財政計画（収支計画）
（単位：千円，％）

年　　　　　　度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度

区 分 （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 予 算 ）

1 (A) 313,281 295,716 234,824 303,140 246,739 246,739 246,739 246,739 246,739 246,739 246,739 246,739 246,739 246,739

（１） (B) 312,506 294,972 233,896 302,400 246,000 246,000 246,000 246,000 246,000 246,000 246,000 246,000 246,000 246,000

ア 312,506 294,972 233,896 302,400 246,000 246,000 246,000 246,000 246,000 246,000 246,000 246,000 246,000 246,000

イ (C)

ウ

（２） 775 744 928 740 739 739 739 739 739 739 739 739 739 739

ア

イ 775 744 928 740 739 739 739 739 739 739 739 739 739 739

２ (D) 78,783 90,382 89,041 106,218 99,911 99,911 99,911 99,911 99,911 99,911 99,911 99,911 99,911 99,911

（１） 69,816 78,937 71,489 92,948 91,341 91,341 91,341 91,341 91,341 91,341 91,341 91,341 91,341 91,341

ア

イ 69,816 78,937 71,489 92,948 91,341 91,341 91,341 91,341 91,341 91,341 91,341 91,341 91,341 91,341

（２） 8,967 11,445 17,552 13,270 8,570 8,570 8,570 8,570 8,570 8,570 8,570 8,570 8,570 8,570

ア 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

イ 8,967 11,445 17,552 13,270 8,570 8,570 8,570 8,570 8,570 8,570 8,570 8,570 8,570 8,570

３ (E) 234,498 205,334 145,783 196,922 146,828 146,828 146,828 146,828 146,828 146,828 146,828 146,828 146,828 146,828

1 (F) 0 0 261,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（１）

（２）

（３）

（４） 0 0 261,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（５）

（６）

（７）

２ (G) 83,898 53,875 102,464 68,600 26,100 232,200 259,700 236,800 143,200 222,400 85,600 51,500 21,300 101,900

（１） 83,898 22,414 50,814 30,500 26,100 232,200 259,700 236,800 143,200 222,400 85,600 51,500 21,300 101,900

（２） (H) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（３）

（４） 0 31,461 51,650 38,100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（５）

３ (I) △ 83,898 △ 53,875 158,536 △ 68,600 △ 26,100 △ 232,200 △ 259,700 △ 236,800 △ 143,200 △ 222,400 △ 85,600 △ 51,500 △ 21,300 △ 101,900

収
益
的
支
出

総 費 用

営 業 費 用

職 員 給 与 費

う ち 退 職 手 当

そ の 他

営 業 外 費 用

支 払 利 息

う ち 一 時 借 入 金 利 息

そ の 他

収 支 差 引 (A)-(D)

資
　
本
　
的
　
収
　
支

資
本
的
収
入

資 本 的 収 入

地 方 債

資 本 平 準 化 債

他 会 計 補 助 金

他 会 計 借 入 金

固 定 資 産 売 却 代 金

収
　
益
　
的
　
収
　
支

収
益
的
収
入

総 収 益

営 業 収 益

料 金 収 入

受 託 工 事 収 益

そ の 他

営 業 外 収 益

他 会 計 繰 入 金

そ の 他

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

工 事 負 担 金

そ の 他

資
本
的
支
出

資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

う ち 職 員 給 与 費

地 方 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 金 返 還 金

他 会 計 へ の 繰 出 金

そ の 他

収 支 差 引 (F)-(G)



様式第２号（法非適用企業（一般））

投資・財政計画（収支計画）
（単位：千円，％）

年　　　　　　度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度

区 分 （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 予 算 ）

(J) 150,600 151,459 304,319 128,322 120,728 △ 85,372 △ 112,872 △ 89,972 3,628 △ 75,572 61,228 95,328 125,528 44,928

(K)

(L) 784,556 935,156 1,086,615 1,390,934 1,519,256 1,639,984 1,554,612 1,441,740 1,351,768 1,355,396 1,279,824 1,341,052 1,436,380 1,561,908

(M)

(N) 935,156 1,086,615 1,390,934 1,519,256 1,639,984 1,554,612 1,441,740 1,351,768 1,355,396 1,279,824 1,341,052 1,436,380 1,561,908 1,606,836

(O) 0 0 30,050 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(P) 935,156 1,086,615 1,360,884 1,519,256 1,639,984 1,554,612 1,441,740 1,351,768 1,355,396 1,279,824 1,341,052 1,436,380 1,561,908 1,606,836

(Q)

(Q)
(B)-(C)

(A)
(D)+(H)

(S) 312,506 294,972 233,896 302,400 246,000 246,000 246,000 246,000 246,000 246,000 246,000 246,000 246,000 246,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（T)

(U)

(V)

(W)

(X)

○他会計繰入金 （単位：千円）

年　　　　　度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和１2年度 令和１3年度

区 分 （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 予 算 ）

実 質 収 支 黒 字

(N)-(O) 赤 字

収 支 再 差 引 (E)+(I)

積 立 金

赤 字 比 率 （ ×100 ）

前年度からの繰越金

前 年 度 繰 上 充 用 金

形 式 収 支 (J)-(K)+(L)-(M)

翌 年 度 へ 繰 り 越 す べ き 財 源

247%

0% 0% 0%

収 益 的 収 支 比 率 （ ×100 ）

0% 0% 0% 0% 0% 0%0% 0% 0% 0% 0%

247% 247%

地方財政法施行令第16条第１項により算定した
資 金 の 不 足 額

(R)

247% 247% 247% 247% 247% 247%398% 327% 264% 285% 247%

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (B)-(C)

地 方 財 政 法 に よ る
資 金 不 足 の 比 率

((R)/(S)×100)

健全化法施行令第16条により算定した
資 金 の 不 足 額

健全化法施行規則第６条に規定する
解 消 可 能 資 金 不 足 額

健全化法施行令第17条により算定した
事 業 の 規 模

う ち 基 準 外 繰 入 金

資 本 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金
合 計

健全化法第22条により算定した
資 金 不 足 比 率

(（T）/（V）×100)

他 会 計 借 入 金 残 高

地 方 債 残 高

収 益 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金


